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日
本
で
も
重
化
学
工
業
が
発
展
に
向
か
い
、
都
市
化
が
進
展
し
、
郊
外
住
宅
地
が
形
成
さ
れ
始
め
た
明
治
末
か
ら
大
正
期
。
こ
う
し
た

中
で
増
加
し
て
い
っ
た
都
市
の
俸
給
生
活
者
と
そ
の
家
族
、
す
な
わ
ち
新
中
間
層
に
お
い
て
日
本
型
近
代
家
族
の
出
現
を
み
る
見
解
が
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
定
説
と
な
っ
て
き
た
。「
団
欒
」
の
場
と
し
て
の
「
家
庭
」
と
い
う
考
え
方
や
、「
男
は
外
／
女
は
内
」
と
い
う
性
別

役
割
分
業
と
そ
れ
に
伴
う
良
妻
賢
母
思
想
や
母
性
主
義
に
関
し
て
、
戦
前
と
戦
後
に
は
根
底
的
な
連
続
性
が
あ
る
の
だ
（
西
川 1990;

小

山 1991;

落
合 1994;

牟
田 1996b
な
ど
）。

他
方
で
、
近
代
家
族
の
も
う
一
つ
の
特
質
と
さ
れ
る
「
男
女
関
係
」
で
の
「
感
情
の
高
ま
り
」（Shorter 1975=1987

）、
い
わ
ば
「
愛
」

の
近
代
日
本
に
お
け
る
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
実
証
的
な
研
究
が
少
な
い
。「
愛
・
性
・
結
婚
の
三
位
一
体
」
と
い
う
要
請
は
、
性

別
役
割
分
業
と
並
ん
で
、
近
代
家
族
の
夫
婦
関
係
を
支
え
る
両
輪
と
も
い
え
る
。
こ
の
う
ち
後
者
に
対
し
て
は
、
特
に
一
九
六
〇
年
代
以

降
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
根
底
的
な
疑
問
と
批
判
が
突
き
つ
け
ら
れ
、
社
会
的
に
も
揺
ら
ぎ
が
目
立
っ
て
く
る
。
だ
が
、
前
者
は
磐
石

な
ば
か
り
か
、
現
代
の
家
族
形
成
に
お
い
て
さ
ら
に
重
要
性
を
増
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
「
愛
・
性
・
結
婚
」
の
一
致
と
い
う
要
請
は
、
多
く
の
場
合
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ブ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（Rom

antic Love 

Ideology

）
と
呼
ば
れ
る
（
上
野 1990;

赤
川 1999

な
ど
）。
し
か
し
、
欧
米
起
源
の
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ブ
」
と
い
う
概
念
は
、
男

女
間
の
相
互
的
な
愛
着
と
い
う
一
般
的
・
非
歴
史
的
な
形
で
規
定
す
る
よ
り
、
そ
の
文
化
的
・
社
会
的
な
固
有
性
に
注
目
す
る
ほ
う
が
理

論
的
な
実
り
が
多
い
と
考
え
る
。
本
書
で
は
、
一
般
的
な
「
近
代
恋
愛
結
婚
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
を
上
位
概
念
と
し
て
お
き
、
欧
米
型
の
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ブ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
そ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
の
日
本
型
を
下
位
類
型
と
し
て
、
両
者
の
比
較
の
う
え
で

そ
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。

は
じ
め
に
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ま
ず
序
論
と
な
る
第
Ⅰ
部
・
第
二
章
で
、
宮
廷
恋
愛
（am

our courtois

）
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
友
愛
結
婚
と
い
う
西
欧
の
二
つ
の
文

化
的
伝
統
を
概
観
し
、
情
熱
（passion

）
と
友
愛
（com

panionship

）
の
矛
盾
と
い
う
問
題
を
示
す
。
次
い
で
主
に
ル
ー
マ
ン
（Luh-

m
ann, N

.
）
と
リ
ス
ト
ラ
（Lystra, K

.

）
に
依
拠
し
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ブ
を
、「
た
だ
一
人
の
人
（one and only

）」
と
い
う
個
別

性
に
志
向
す
る
、
官
能
的
＝
非
合
理
的
な
情
熱
を
起
点
と
し
た
〈
間
人
格
的
相
互
浸
透
（interpersonal interpenetration

）〉
の
過
程
と

し
て
規
定
す
る
。
最
後
に
狭
義
の
性
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
近
代
恋
愛
結
婚
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
の
組
み
込
み
に
関
し
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期

型
と
二
〇
世
紀
型
と
い
う
二
つ
の
類
型
を
設
定
す
る
。

次
い
で
第
三
章
で
、
明
治
期
後
半
に
お
け
る
「
恋
愛
」
の
理
念
の
移
植
過
程
を
先
行
研
究
に
従
っ
て
概
観
す
る
。
そ
し
て
第
四
章
で
、

本
書
の
主
要
資
料
と
な
る
『
主
婦
の
友
』
の
大
き
な
流
れ
を
示
す
。
対
象
期
間
は
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
創
刊
か
ら
、
同
誌
を
含
む

婦
人
四
誌
の
発
行
部
数
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
ま
で
と
す
る
。
主
な
デ
ー
タ
は
二
種
類
で
、
一
つ
は
目
次
集
か

ら
実
用
記
事
や
子
供
の
教
育
関
連
の
記
事
な
ど
を
除
外
し
た
読
物
記
事
、
計
五
四
九
二
本
の
タ
イ
ト
ル
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
全
数
的
デ
ー
タ
と

い
え
る
。
も
う
一
つ
は
こ
こ
か
ら
抽
出
し
た
計
一
六
〇
二
本
の
記
事
本
文
で
、
そ
の
中
核
部
分
を
質
的
デ
ー
タ
分
析
ソ
フ
ト
に
取
り
こ
み
、

質
的
・
量
的
な
分
析
を
お
こ
な
う
。

「
恋
愛
」「
愛
」
と
い
っ
た
価
値
を
巡
る
言
説
分
析
に
お
い
て
は
特
に
二
点
に
留
意
す
る
。
第
一
に
、
諸
価
値
を
つ
ね
に
他
と
の
関
連
で
、

さ
ら
に
可
能
な
限
り
全
社
会
的
な
布
置
の
中
で
考
察
す
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
「
愛
・
性
・
結
婚
」
の
三
者
の
内
的
な
相
互
関
連
、
お
よ

び
そ
の
時
代
の
価
値
階
梯
の
最
上
位
を
な
す
至
上
価
値
と
の
外
的
な
関
係
が
問
題
と
な
る
。
第
二
に
、
抽
象
的
・
一
般
的
な
価
値
と
具
体

的
・
個
別
的
な
規
範
と
い
う
二
つ
の
水
準
を
区
別
し
、「
愛
」
と
い
う
輸
入
理
念
と
日
常
的
な
夫
婦
関
係
と
の
関
係
を
捉
え
る
こ
と
、
で

あ
る
。

第
Ⅱ
部
以
降
は
本
論
に
入
り
、
時
代
順
に
『
主
婦
の
友
』
の
言
説
分
析
を
お
こ
な
う
。

第
Ⅱ
部
は
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
後
半
に
戦
時
体
制
に
突
入
す
る
よ
り
前
、
戦
前
前
期
を
対
象
と
す
る
。
中
心
的
な
論
者
は
創
業

者
で
あ
る
石
川
武
美
と
、
安
部
磯
雄
を
始
め
と
す
る
彼
と
交
友
の
深
い
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
著
名
人
で
、
母
性
保
護
論
争
の
主
要
人
物
の
う
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ち
で
は
山
田
わ
か
が
も
っ
と
も
活
躍
す
る
。「
家
庭
基
盤
型
」
の
恋
愛
結
婚
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
時
代
と
い
え
、〈
国
家
社
会
〉
を
支
え
る
結

婚
と
い
う
社
会
制
度
＝
「
家
庭
」
が
最
上
位
に
置
か
れ
、
そ
れ
を
安
定
的
に
支
え
う
る
永
続
的
な
「
愛
」
の
み
が
真
正
と
認
め
ら
れ
る
。

近
代
的
な
法
制
度
の
浸
透
が
不
十
分
、
か
つ
医
学
が
遺
伝
偏
重
に
傾
く
と
い
う
状
況
下
で
、
現
実
的
な
選
択
肢
で
あ
る
見
合
結
婚
を
通
じ

て
最
大
限
に
こ
う
し
た
「
愛
」
を
実
現
す
る
方
向
が
模
索
さ
れ
た
。
ま
た
離
婚
に
は
原
則
否
定
の
立
場
が
取
ら
れ
、
夫
が
不
貞
を
繰
り
返

し
て
も
、
妻
の
夫
へ
の
「
愛
」
の
喪
失
は
あ
る
べ
き
で
な
い
問
題
と
み
な
さ
れ
る
。「
愛
」
の
理
想
は
、
官
能
的
で
非
合
理
的
なpassion

を
起
点
と
す
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ブ
と
異
な
り
、
精
神
主
義
的
で
意
志
的
なaction

と
し
て
描
か
れ
、
か
つ
普
遍
的
な
「
高
潔
な

人
格
」
を
志
向
す
る
。
他
方
で
、
日
常
的
な
夫
婦
関
係
に
お
い
て
は
伝
統
的
な
「
和
合
」
と
い
う
指
針
が
示
さ
れ
、
男
性
優
位
的
な
「
和

合
の
秘
訣
」
が
く
り
返
し
示
さ
れ
た
。

第
Ⅲ
部
は
戦
時
体
制
期
と
戦
後
期
と
い
う
、
敗
戦
を
挟
ん
だ
二
つ
の
時
代
を
一
括
し
て
扱
う
。
序
論
で
提
起
し
た
問
題
の
一
つ
、「
敗

戦
は
画
期
か
否
か
？
」
と
い
う
問
い
へ
の
回
答
を
見
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
る
。
結
論
は
ノ
ー
＆
イ
エ
ス
だ
。
戦
時
下
で
「
皇
国
」
と
い

う
象
徴
に
よ
り
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
〈
国
家
社
会
〉
と
い
う
至
上
価
値
は
、
戦
後
も
「
民
主
日
本
」
に
書
き
換
え
つ
つ
基
本
的
に
引
き
継

が
れ
た
。
ま
た
昭
和
十
年
代
は
日
本
型
近
代
家
族
の
定
着
期
と
も
い
え
、「
愛
」
と
い
う
新
し
い
理
念
の
も
と
で
結
婚
し
た
世
代
が
親
と

な
り
、
子
供
の
結
婚
相
手
を
探
す
時
期
と
な
る
。
夫
婦
関
係
も
「
夫
か
ら
の
緩
和
」
を
通
じ
て
前
代
よ
り
対
等
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た

が
、
こ
の
傾
向
も
そ
の
ま
ま
戦
後
に
連
続
す
る
。
山
田
わ
か
や
石
坂
洋
次
郎
も
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
活
躍
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
五

〇
年
代
に
入
る
頃
か
ら
根
底
的
な
断
絶
が
始
ま
る
。
価
値
階
梯
の
最
上
位
が
「
幸
福
＝
愛
」
へ
と
転
換
し
、
婚
後
の
「
愛
」
と
婚
外
の

「
恋
愛
」
と
の
理
念
的
な
距
離
が
縮
小
し
て
い
く
の
だ
。
こ
れ
に
伴
い
、
離
婚
観
も
肯
定
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。

第
Ⅳ
部
は
高
度
経
済
成
長
期
を
、
前
期
（
一
九
五
五
～
六
三
年
）
と
後
期
（
一
九
六
四
～
七
〇
年
）
に
分
け
て
論
じ
る
。
二
つ
の
時
期
を

通
底
す
る
最
大
の
特
徴
は
ま
ず
「
性
の
爆
発
」
の
時
代
と
い
う
こ
と
。
女
性
自
身
に
と
っ
て
の
性
の
重
要
性
が
格
段
に
高
ま
り
、「
愛
」

の
理
念
は
官
能
的
な
性
愛
と
い
う
色
彩
を
強
め
、
そ
の
喪
失
を
理
由
と
し
た
離
婚
の
肯
定
ど
こ
ろ
か
、
妻
の
「
よ
ろ
め
き
」
が
赤
裸
々
に

表
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
し
い
「
性
愛
傾
斜
型
」
恋
愛
結
婚
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
出
現
で
あ
る
。
他
方
で
、
こ
れ
と
表
裏
一
体
に
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「
内
面
の
探
索
」
が
深
ま
っ
て
い
く
。
前
期
は
亀
井
勝
一
郎
が
最
大
の
ス
タ
ー
論
者
と
し
て
「
愛
・
性
・
結
婚
」
間
の
矛
盾
を
深
く
探
求

し
、「
人
間
」
を
鍵
概
念
に
「
灰
色
の
日
常
性
」
の
受
容
と
夫
婦
互
い
の
「
あ
わ
れ
み
」
を
説
く
。
だ
が
、
彼
の
退
場
と
踵
を
接
す
る
よ

う
に
瀬
戸
内
晴
美
が
登
場
し
、「
女
」
と
し
て
の
燃
焼
と
「
非
日
常
性
へ
の
跳
躍
」
を
主
張
す
る
。
た
だ
両
者
と
も
、
欧
米
の
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
・
ラ
ブ
的
な
「
た
だ
一
人
の
人
」
と
い
う
発
想
の
欠
落
に
お
い
て
共
通
し
て
い
た
。
後
期
に
入
る
と
ド
ク
ト
ル
・
チ
エ
コ
と
竹
村

幸
子
の
女
医
二
人
が
毎
号
の
よ
う
に
執
筆
し
、
夫
婦
の
「
愛
」
と
性
に
つ
い
て
啓
蒙
す
る
。
一
般
読
者
に
よ
る
「
女
の
告
白
半
生
記
」
が

花
盛
り
を
迎
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
団
地
の
事
件
」
も
誌
面
を
賑
わ
す
。
そ
し
て
良
妻
賢
母
で
も
「
女
」
で
も
な
い
第
三
の
方
向
性
、
仕
事

な
ど
の
「
生
き
が
い
」
を
通
じ
た
〈
私
〉
探
し
の
動
き
が
少
し
ず
つ
姿
を
見
せ
る
。

最
後
に
終
章
で
本
書
の
議
論
を
総
括
し
、
残
さ
れ
た
課
題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る
。




